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生団連の使命

国 民 の 生 活・生 命 を 守 る

生団連の活動指針

一、�国民生活の安全・安定の確保と質の向上、関連業界の健全な発展への

　　貢献を通じて、「国民の生活・生命を守る」という使命を追求し続けます。

一、�世界的な視点から日本の現状を顧みて、立ちはだかる諸課題に対し、

　　御上頼りになることなく「自ら解決に取り組む先駆け」となることを目指します。

一、�生産・製造・流通サービスの業界と消費者団体が一体となって

　　大いに研究・議論を尽くし切磋琢磨して、政府・行政の政策運営に対する

　　発言力、提案力、そして実現力の確保に努めます。

2022年6月～7月の生団連の主な動き

6
月

2日 2022年度 定時総会・記念パーティ

7日 外国ルーツ青少年未来づくり検討会
第3回勉強会

9日 「エネルギー・原発問題」委員会
第1回現地視察会

15日〜
16日

北海道稚内エネルギー関連施設、
幌延地層研究センター視察

6
月

21日 「内閣感染症危機管理庁」新設を受け
意見表明提出

7
月

22日 「北海道生団連」発足会

生 団 連 の 使 命 ・ 活 動 指 針

地域生団連第2弾 大阪生団連発足

５月27日、「埼玉生団連」に続く「地域生団連」第二弾として、「大阪生団連」が発足し、ホテルニューオータニ
大阪にて発足会を開催いたしました。大阪府の企業・団体を中心に約170名がご出席され、「大阪生団連」会長に
就任した堺市消費生活協議会 山口 典子 会長、日本ハム株式会社 畑 佳秀 社長がご出席の皆様に力強いメッ
セージを送りました。

2022年5月27日（金）18:00～20:00　ホテルニューオータニ大阪「鳳凰」

【生団連 小川 賢太郎 会長挨拶】

生団連は2011年の発足以降、生活者視点での精力的な活動を継続してまいりましたが、より生活者に近い立場で具体的な課題に

フォーカスした議論を行い、政策提言を実現させていくために次のステージとして、地域生団連の立ち上げを開始しました。「大阪

生団連」の発足は、昨年7月発足の「埼玉生団連」に続く「地域生団連」の第二弾となります。

主権者である私たちがしっかり自覚をもって、この国をどうするのか議論する必要があると考え

る。ジェンダー問題に目をやれば、この国で株式会社が設立されて400年となるが、その歴史は

男が中心に作り上げてきた。株式会社の仕組みは素晴らしいが、そこが課題でもあると今は感じ

る。また、国家財政の問題に目をやれば、難しい問題の様に議論されているが、かつては日本と同

じ問題で苦しんでいたスウェーデンが、今は財政システムのモデルと語られているといった前例を

見れば、日本にも必ずできるはずと信じている。この様にこの国をどうするかといった議論や、地

域の活性化について、大阪生団連では追求していきたい。大阪を活性化し、そして日本を活性化

させるために、是非大阪生団連を活用いただきたい。▲生団連 小川会長
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【記念講演】
『生活に織り込まれる人工知能と私たちの未来』

█１  生活への浸透が目覚ましいAI技術
█2  AIの浸透が起こしうる不平等、人権侵害
█3  国民生活者としてどのようにAIと付き合っていくのか

講師： 板津 木綿子（いたつ ゆうこ）様
東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授
東京大学Beyond AI研究推進機構
基礎研究「B’AI Global Forum：AI時代における真のジェンダー平等社会の実現とマイノリティの
権利保障のための規範・倫理・実践研究」アソシエート ディレクター

山口 会長　挨拶
生団連は弱きものの声を聴く国民のための団体です。清水前会長が命がけで作った生団連

の理念を継承し、大阪生団連を盛り上げていきます。大阪は商人の町であり、中小事業者も多
い。2025年には55年ぶりとなる大阪万博も控えています。皆さんで助け合いながら力を合
わせて大阪を盛り上げ、日本の活性化に貢献したいと思います。

畑 副会長　挨拶
日本ハム株式会社の本社を大阪に移転して60年となります。大阪生団連の活動を通して、

お世話になっている大阪の皆さまに恩返しをしたいと考えております。大阪は食に関する意識
が高い地域です。食に関する問題と言えば、動物性たんぱく質の需要が上がり供給が追い付
かないタンパク質クライシスが挙げられます。また、昨年大阪市では最高気温が35℃を超える
日が増えたりと、環境に対する取り組みも急務となっております。大阪生団連会員の皆様と
パートナーシップを築き、様々な社会課題の解決に貢献したいです。

アークフーズ株式会社
朝日製パン株式会社
旭松食品株式会社
株式会社アドバンス
イズミヤ株式会社（理事）
伊藤忠食品株式会社
有限会社浦田
エースコック株式会社
株式会社ST-PRIDE
一般社団法人大阪外食産業協会
大阪市市民局　消費者センター所長
大阪大学公認環境サークルGECS
大阪大学社会ソリューションイニシアティブ
大阪府
オール日本スーパーマーケット協会（副会長）
株式会社オビタニ
一般社団法人外国人材活躍推進協議会
株式会社かいのホールディングス
川村義肢株式会社
関西舞台株式会社
株式会社紀泉ふるさと創研
北野緑生園株式会社
株式会社キョウリツサインテック
株式会社近商ストア
株式会社グリース
株式会社グローカル・アイ
株式会社神戸屋

株式会社コノミヤ
堺市
堺市委託環境事業協同組合
株式会社サンデリックフーズ
株式会社サンプラザ
株式会社シマノ
シャローム株式会社
株式会社シントー
株式会社すき家関西支社
誠晃貿易株式会社
株式会社セルボ彩
有限会社SENCA
センコー株式会社
相互タクシー株式会社
相互タクシーホールディング株式会社
辰野エステート株式会社
株式会社朝陽
都築株式会社
東洋製綱株式会社
株式会社南海グリル
有限会社南海ステージ
ニコニコのり株式会社
日本ハム株式会社
株式会社日本アクセス（常務理事）
パシフィックサプライ株式会社
株式会社パソコンレスキューサービス
パックス合同会社

株式会社阪急阪神百貨店
阪南チーズ染晒協同組合
特定非営利活動法人ピンクリボン大阪
フクシマガリレイ株式会社
不二商事株式会社
富士精版印刷株式会社
藤田紡績株式会社（内のぞみ会）
税理士法人細谷総合会計
株式会社曲田商店
株式会社マキシム
マグチグループ株式会社
株式会社松商
株式会社マツヒサ
マルシェ株式会社
丸大食品株式会社
株式会社マルマサフード
社会福祉法人みささぎ会
有限会社ミトミ建材センター
有限会社ミナカタ印刷
株式会社葯新社
株式会社柚子辛凛
株式会社夢一喜
株式会社ライフコーポレーション
レンゴー株式会社

＝ご出席の企業・団体（＊50音順）＝

【来賓祝辞】
来賓祝辞の冒頭には、自由民主党幹事長 茂木 敏充 衆議院議員よりいただきました

ビデオメッセージを紹介しました。

「生団連の政策提言や啓蒙活動に感謝しています。ロシア軍のウクライナ侵攻を受け

て食料値上がりなどが発生し、今まさに生団連の存在意義が問われています。生団連は

昨年10周年を迎え、地域生団連発足にてより一層国民に身近な団体として発展していくこ

と、とても頼もしく感じています。大阪生団連が「商人の町」大阪の発展に大きく貢献する

ことに期待しています。」

ご来賓を代表して大阪府 山口 信彦 副知事、堺市 島田 憲明 副市長、全国商店街振興組

合連合会 辰野 邦次 最高顧問、自由民主党 松川 るい 参議院議員、公明党 石川ひろたか 

参議院議員、日本維新の会 高木 かおり 参議院議員より温かい祝辞を頂戴しました。当日は衆議院にて臨時国会が開催となり、

ご来賓の方々の予定が大きく変更となりましたが、そのような中でも、多くの国会議員、市議会議員の皆様にご臨席賜りました。

▲自由民主党 茂木幹事長
（ビデオメッセージ）

▲日本維新の会
高木 かおり 様

▲公明党
石川 ひろたか 様

▲自由民主党
松川 るい 様

▲全商連最高顧問
辰野 邦次 様

▲堺市副市長
島田 憲明 様

▲大阪府副知事
山口 信彦 様

▲板津 木綿子 教授
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2022年度 定時総会開催

2022年度定時総会は、会場出席とリモート出席を合わせ、約200名の会員の皆様にご出席いただきました。
下記事項についてお諮りし、すべての議案が原案の通り意義なく可決承認されました。

2022年6月2日(木) 15:00～16:30　ホテルニューオータニ東京「鳳凰の間」

＝決議事項＝
 第1号議案  会長代行の選任について  
 第2号議案  役員の改選について
 第3号議案  2021年度活動報告について
 第4号議案  2021年度収支決算について
 第5号議案  2022年度活動計画について 
 第6号議案  2022年度収支予算について
 第7号議案  会員の異動について

【2022年度活動計画 要旨】
█◆ 最重点課題 ： 有事における国民的危機への対応

◦今後は感染症だけではなく、国家国民の危機管理において戦争や大規模災害などの非常事態を有事と捉え、それらに対応
できる司令塔の実現を目指すことを趣旨に、最重点課題「新型コロナウイルス感染拡大防止と医療提供体制の改善」は「有
事における国民的危機への対応」と改題し取り組みを継続していく。

◦行政の縦割りの弊害について、より具体的に調査研究を進め、あるべき司令塔機能・指揮命令系統、感染症以外の有事に対
応できる体制について、法制度、運用の両面でのボトルネックを解消できるよう、実現可能な構想を提言したい。

█◆ 重点課題 ： 「国家財政の見える化」の実現
◦複数年度予算制度の制度設計をより具体化することで、実効性の高い提言活動へ繋げる。
◦財政書類の法定化を継続しつつ、「見える化」に資する新たな取組みに向け論点整理をする。
◦効果的な意識喚起を行うための実態把握として、国民の生の声を集約するためアンケート形式の意識調査を行う。

█◆ 重点課題 ： 生活者としての外国人の受入れ体制の構築
◦不就学・日本語教育支援体制の実態把握をする。
◦技能実習に関連する各種事業者・監督機関等の役割・機能およびその取り組みなどの調査・研究を進める。
◦全生団連会員へ基本指針の採択に関する意向確認を実施する。

█◆ 重点課題 ： 「エネルギー・原発問題」の国民的議論について
◦政府のエネルギー政策について、状況に応じ引き続き意見表明等を行っていく。
◦企業・住民・自治体に向けた再エネ導入事例の共有や情報発信、更には国民とのリアルな情報交流の場の創設を行う。
◦現地現物調査により情報を収集し、ファクト集の更新を実施する。

█◆ 重点課題 ： 生団連災害支援スキーム
◦外部団体への活動支援物資として、会員企業の防災備蓄品を活用できるスキームを構築する。
◦生団連災害支援基金を設立する。

█◆ 重点課題 ： ジェンダー主流化
◦ジェンダー平等の実現に向けて論点整理と課題解決策の模索を進めるべく、ジェンダー主流化を重点課題に位置づける。
◦勉強会は継続し開催しながら、企業におけるジェンダー平等の推進とジェンダー平等に関する論点整理を同時並行で行っ

ていく。

█◆ ウクライナ支援
◦生団連としての支援金を募り集約した上で、災害時連携協定を結んでいる特定非営利活動法人ジャパン･プラットフォーム様

を経由して、医薬品・食料、生活用品に関する支援を行う。

█◆ 地域生団連
◦5月に大阪生団連が発足し、7月には北海道生団連が発足予定である。

▲堺市消費生活協議会
山口 典子 会長

▲消費者市民社会をつくる会
阿南 久 代表理事

▲キリンビール株式会社
堀口 英樹 代表取締役社長

▲埼玉県地域婦人会連合会
柿沼 トミ子 会長

▲日本水産株式会社
浜田 晋吾 代表取締役社長執行役員

▲札幌消費者協会
髙田 安春 会長
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2022年度 定時総会 記念パーティ

本年度はドリンクのみの提供と簡素化しながらも、3年ぶりに記念パーティを開催しました。国会議員・関係官庁の
方 を々はじめ、多くのご来賓のご臨席を賜り、温かい祝辞も頂戴しました。総勢350名に上る方々のご参加により、
大盛況の記念パーティとなりました。

2022年6月2日(木) 18:00～　ホテルニューオータニ東京「鶴の間」　

＝小川会長挨拶 要旨＝
◦「国家財政の見える化」委員会

複数年度予算ということが、内閣の中でも議論されている。
その実現によって戦略的なお金の使い方ができると考え、生団連としても3年間
の複数予算制度を引き続き推進していく。

◦「ジェンダー主流化」委員会
この日本を成長させていくため、女性の力が公平に発揮できるような環境作り、
ルール作りを行っていく事が不可欠である。

◦子供たちが未来に向けて希望を持って勉強でき、働ける社会を会員の皆さんと
作っていきたい。

【祝辞】
岸田総理　祝辞概要

今世界は、大きな時代の転換期を迎え、新型コロナ、ロシアによるウクライナ侵略といった

歴史を画するような出来事に見舞われています。こうした時代だからこそ、官と民、事業者と

消費者、それぞれの立場を超えて協力し、様々な課題を乗り越えていくことが求められます。

政府としては、新しい資本主義のビジョンと実行計画、そして骨太方針2022をとりまとめ、

参議院選挙後にこれらを進めるための総合的な方策を具体化することで、経済社会の構造

変化を日本がリードできるよう努めて参ります。

【乾杯】

▲岸田 文雄 内閣総理大臣

▲山口 那津男
公明党代表

▲茂木 敏充
自由民主党幹事長

▲玉木 雄一郎
国民民主党代表

▲馬場 伸幸
日本維新の会共同代表

▲泉 健太
立憲民主党代表

◀(左より)
消費科学センター 古川 英子 企画運営委員
札幌消費者協会 髙田 安春 会長
東京都地域婦人団体連盟 谷茂岡 正子 会長
消費者市民社会をつくる会 阿南 久 代表理事
堺市消費生活協議会 山口 典子 会長
埼玉県地域婦人会連合会 柿沼 トミ子 会長
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「国家財政の見える化」に向けて連携をしている日本公認会計士協会を訪問し、昨今の活動に
ついて、情報共有や意見交換を行いました。

「
国
家
財
政
の
見
え
る
化
」委
員
会 

よ
り

日本公認会計士協会 意見交換

「内閣感染症危機管理庁」新設を受け
意見表明を提出
6月21日（火）、政府より表明のあった「内閣感染症危機管理庁」の新設を受けて、国民的危機に広く対応する
司令塔機能の設立をもとめる意見表明を提出いたしました。

【意見表明 概要】
国民的危機に広く対応する司令塔機能の設立を求める
１．有事に対応する司令塔機能の設置

パンデミックのみならず国民の安全な生活を脅かすと考えられる大規模災害・有事に迅速に対応し、国民に責任ある指針を
示す組織の設置が急務である。有事における迅速な国家的対応と国民へのリスクコミュニケーションの充実が、わが国国民
の生命・生活を守り、安心して暮らせる社会を持続させるため肝要である。

２．すみやかな情報収集を可能とする組織設計
コロナ禍においては、省庁・自治体が情報を個別に管理していることが、適切な対策の策定・速やかな執行の妨げとなってい
た。また、大規模災害・有事の際も現場が混乱を極める事が予想される。迅速かつ正確な情報収集・分析・議論を一元化し、
国民に対し、確固たる方針・対策を打ち出す組織の構築が急務である。

日本公認会計士協会は「国の財務書類の課題～国際公会計基準（IPSAS）との比較～」の中で、国の財務書類の
公表時期を早め、次年度の予算作成に活用していくべきと提言しており、これは委員会が進める「国の財務書類の
法定化」に通ずる部分があります。財務内容や費用の見える化、予算適正化において専門的な知見を有している
ことから、今後は委員会が注力している「３カ年複数年度予算制度」の実現に向けても意見交換などを行っていき
たいと考えております。

6月7日（火）「外国ルーツ青少年未来づくり検討会」第3回勉強会を開催いたしました。
今回は「外国ルーツ青少年へのキャリア支援とは何か」というテーマで講話・ディスカッションを行いました。

外
国
人
の
受
入
れ
に
関
す
る
委
員
会 

よ
り

【講師 ： 出席者ご意見・アンケート回答（一部抜粋）】
◦外国の若者が安心して悩みを相談できるような相手・場所が大事。また、受け入れる日本人側も、彼らを差別

なく人間として接することが出来るよう、教育を行う必要がある。
◦児童生徒の就学支援には、保護者が日本の教育制度や学校の様子、ひいては入試・就職の実態を知ることが

重要。企業からそうした情報を従業員へ提供できるとよいと思う。
◦インタビュー動画のお話が実体験に基づいていて、外国ルーツを持つ方の苦労や、外国人労働者本人だけで

なくそのご家族まで含めたフォローの大切さなどを知ることが出来た。

【ドイツの特徴】
◦地政学上・外交上の要因から、これまでに多くの移民を受け入れており、現在では全人口の2割近くに及ぶ。
◦このことから、国家として移民への教育に力を入れており、就労で移住した大人やその子どもに対して、ドイツ

語学習が義務化・勧奨されている。

【講師 ： NPO法人ABCジャパン 田村 梨花 氏 ／ 社会福祉法人青丘社 原 千代子 氏】
◦日本人は受け入れ側・ホスト側としての特権に無自覚的であり、意識せずに外国ルーツの人々を差別してしま

うことがある。こうしたマジョリティ（ホスト社会、日本社会）側に対して、マイノリティ（外国人）側の立場を想像・
理解させることが共生社会への一歩となる。

◦外国ルーツを持つ子どもは非正規就労等からの「貧困」の連鎖に陥りやすい。ロールモデルとなる地域の先輩
との交流の場・共生のネットワークを設けることが対策となる。

外国ルーツ青少年未来づくり検討会 第3回勉強会

フリードリヒ・エーベルト財団
日本代表 サーラ・スヴェン 氏 面談

かねてより本委員会ではトルコ系移民の受け入れから始まったドイツの移
民政策などを例に挙げ、移住者に対し不十分な教育支援体制や受入れ政策
では、将来世代においてコミュニティ間の分断などの禍根を残すと課題認識
してまいりました。

そこで今回、教育・研究・国際協力などを通して公共政策の発展に努めるド
イツの政治財団、フリードリヒ・エーベルト財団の日本代表 サーラ・スヴェン 
氏とリモート面談を行い、ドイツの教育体制について、お話を伺いました。

新型コロナウイルスによるパンデミックから３年、世界情勢の大きな変化や日本の現状を鑑み、生団連はパンデミックのみならず
大規模災害や外交安全保障など、国民の生命を脅かす幅広い有事に対応するための司令塔機能の設置、情報収集の一元化を求め
てまいります。
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エ
ネ
ル
ギ
ー･

原
発
問
題
」委
員
会 

よ
り

千葉エコ・エネルギー株式会社　　　
　ソーラーシェアリング　視察会開催
6月9日（木）に「エネルギー・原発問題」委員会主催で千葉エコ・エネルギー株式会社が保有・運営
するソーラーシェアリング（営農型太陽光発電）施設の視察会を開催いたしました。

委員会として初めての視察会となりましたが、企業から環境部署ご担当の方、消費者団体の方など多くの会員の
皆さまにご参加いただきました。エネルギーと農業について学びを深めると同時に、会員同士の交流も行うことが
できました。

ソーラーシェアリングとは農地の上に支柱を立てて太陽光パネルを設置し、農業と太陽光発電の両方を行う仕
組みです。千葉エコ・エネルギー株式会社は千葉県千葉市でソーラーシェアリングを運営しており、じゃがいもや
サツマイモなどを生産・出荷しながら、発電した電力を電力会社に売電しています。農業の脱炭素化はもちろんの
こと、電力の地域内生産・消費、農家の所得向上にも資する取り組みとして近年注目を集めています。

千葉エコ・エネルギー株式会社の馬上代表からは、設備導入に向けた補助金の拡充といった行政への要望や、環
境価値の付与された食物を消費者が購入してくれることを期待するなど、事業者としてのリアルな声を伺うことが
できました。

【参加者のご意見（一部抜粋）】
◦パネルと畑との距離感、畝の間隔など現地でしかわからない状態を見ることが出来ました。
◦馬上代表のご説明がとてもわかりやすく理解できました。経営に関して費用がネックになっている点がよくわか

りました。
◦ロボットなど実際に動いているところが見たかったですが、快適な視察会でした。

新･

災
害
対
策
委
員
会 

よ
り

社会福祉法人 みささぎ会 会員視察

人と防災未来センター 施設視察

4月20日（水）社会福祉法人 みささぎ会に訪問し、施設で働いてる方 と々意見交換を行いました。

4月20日(水)『阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター』(2019年7月号に掲載)に訪問し、
リニューアルした施設(東館３階展示：BOSAI サイエンスフィールド）見学を行いました。

コロナ禍で困窮者が増加していると実感しており、みささぎ会では「大阪し
あわせネットワーク」（大阪府社会福祉協議会との協働事業）を利用した支援
を行っております。個々にケアを必要としている困窮者の方もおり、支援の
多様化を今後どのように行っていくのか、支援の現状を共有いただきました。

また、みささぎ会では尽心庵（じんしんあん）無料低額宿泊所を開設し、
社会復帰を目指す人に寄り添うような支援を行っています。大阪生団連に
おいて災害支援の仕組みをどのように行うか、現在支援を行っている方々
の意見を伺うことでより具体的な支援の構築を進めて参ります。

楽しみながら最新の防災知識を学び、自然災害に備える力を幅広い世代の方に養ってもらうことができます。
自然災害に遭遇したとき、自分や大切な人たちの命を守るため、どのような行動をとればよいのか。自分で考え、
判断し、行動できる力を身に付ける必要性に気付かされました。

▲センター外観

▲東館3階 ジオ＆スカイホール

▲西館4階 震災直後のまち

▲尽心庵（じんしんあん）外観

▲東館3階 ハザードVRポート
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＜第14回ベストマザー賞2022　受賞者の皆様＞
【 芸 能 部 門 】 広末 涼子 さん （女優）

【 音 楽 部 門 】 鈴木 亜美 さん （アーティスト･タレント）

【スポーツ部門】 荒木 絵里香 さん
  （元バレーボール五輪メダリスト、トヨタ車体クインシーズチームコーディネーター）

【 ⽂ 化 部 門 】 近藤 千尋 さん （タレント･ モデル）

【 政 治 部 門 】 金子 恵美 さん （元衆議院議員 ･コメンテーター）

プラスチック問題について、問題をわかりやすく短時間
で解説した動画を制作しました。
プラスチックに関する社会的関心が高まりつつある今、
問題点をわかりやすく短時間で解説しております。

ぜひ組織内でご共有・ご活用ください！

本勉強会では講師に、マイクロプラスチックによる海洋汚染研究の第一人者である東京農工大学 農学部環境資源科学科教授
の高田 秀重 氏に、プラスチック問題の全体概要からリデュースの重要性についてご講演をいただきました。また、プラスチック問
題に対する企業の具体的取り組みについて、イオン株式会社環境・社会貢献部部長 鈴木 隆博 氏より紹介いただきました。

プラスチック問題動画 「教えて！プラスチック問題」 公開中!

OSAKA自民党watashiba キヅキテラス
「第2回女性議員が果たす役割って？」参加

【活動報告】
 日 時  5月15日（日）
 会 場  ハートンホテル心斎橋　別館2階会議室
 講 演  萩原 なつ子 様

【生団連事務局員の感想】
◦ワールドカフェ方式のワークショップはくつろいだ雰囲気で進行し、会議での発言の

自由度も高まり、メンバーの入れ替えにより様々な意見を聞くことができました。
◦諸外国と比べ政治の世界では日本の女性活躍が遅れていることを実感できました。

【出席者アンケート回答（一部抜粋】
◦プラスチックに使われる添加剤がマイクロプラスチックになることによって生物体内に取り込まれ、影響を与えていると理解できた。
◦リサイクルは必ずしも環境に良いわけではなく、絶対量を減らすという考えを持たなければならないという事が理解できた。
◦企業の取組みの詳細な説明や、消費者の意識の変化など、とても分かりやすいと感じた。
◦プラスチックについては課題が多く、知識も必要なので、さらに学習する必要があると思う。

プラスチック問題 第１回キックオフ勉強会
5月24日（火）社会的関心が高まり続けるプラスチック問題について、「第1回キックオフ勉強会」を、オンラインにて
開催いたしました。

堺市消費生活協議会 山口会長が設立・運営に携わっておられる「watashiba」は女性活躍推進を進める組織です。
ワールドカフェ方式で行うキヅキテラスへ参加しました。

動画は
下記QRコードより
ご覧いただけます。

第14回 ベストマザー賞2022 授賞式

生団連の特別会員である一般社団法人日本マザーズ協会主催の「第14回ベストマザー賞2022」授賞式に、
生団連の井上 淳 参与がプレゼンターとして登壇しました。
ベストマザー賞は子育て支援・母親支援を啓発する活動として2007年より開催。ママ･パパたちの投票により得
票の多かった著名人を表彰する賞です。

2022年5月6日（金）　浜離宮朝日小ホールにて開催

日本マザーズ協会の活動ご紹介

〈推奨認定エントリー制度〉
子育て期のママ・家族である消費
者に優良な情報の伝達と安心・安
全な選択の一助になることを目的
とした制度です。認定された商品・サービス・施設
等に対しては「推奨認定ロゴマーク」を付けること
ができます。

 〈mama’s  Voice100〉
協会の審査を経て、子育て関連・ママ関連
の商品・サービス・施設等について、希望
するママたちに実際にそれらを体験して
頂きアンケートを実施します。その結果は日本マザーズ
協会公認の調査結果「リアルなママの声」として広告・販
促活動などに活用いただけます。

※34企業、8団体　約50名が参加
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食料品卸売業
当社は食料品全般を扱っており全国津々浦々から選りす

ぐった、こだわりの「おいしい」商品を小売店様・飲食店様向
けに卸販売しております。

配送センター運営
埼玉県に自社配送センターを設け毎日商品の入出庫作業

を行っております。
小分けピッキングによりお客様のニーズに合わせた小ロッ

トでの配送を可能にし、商品毎の検品、賞味期限管理等を自
社のシステムにより構築しました。

物流企画
昨今の物流業界は大変厳しい状況になっております。
そのため自社の強みを最大限発揮できるように自社便を

運用し、日々の配送ルートを臨機応変に対応できるように
しました。また、食品の製造・生産地から消費者までの
さまざまな効率化を踏まえたロジスティクスの
開発を行い、各物流センターと連携し、全国へ
向けて発送を行っております。

スローガン

「おいしいの笑顔を
未来へつなごう」

日本国内の自給率、生産者の高齢化と後継者不在による
技術の未継承、食物アレルギー、農薬や添加物の安全性、
ライフスタイル変化による食事場所の多様化、海洋資源保
護、ペットフード等々、 “食”を取り巻く環境は日々変化して
います。

わたくしたちは未来の「おいしい」の笑顔を絶やさぬこと
を念頭に、先ずは“日本の食品”の探求と提供を主に考え、今
できることを地道に続けていきたいと思っています。その
継続にはわたくしたちと食を通じて関わる全ての“つくる人”

“つかう人”“つなぐ人”の暮らしが永く豊かでなければなら
ないと考えています。

そのためには不器用でも素直で、誠実に、正直な資質を
高めることを大切に考え、行動できる"人"として育っていき
たいと思っております。

商品開発
作り手が擁する技術や製造ノウハウを最大限活かした新

商品の開発、お取組み先様のｎｅｅｄｓやｗａｎｔｓを備えたプ
ライベートブランド（ＰＢ）商品の提案、開発を積極的に行っ
ております。

商品づくりの基本として、まずは当社従業員が「おいし
い」と自信を持って声を出せる。これがあって初めてお客
様へご提案できると考えております。

そのため、私たちはベロ（舌）メーターを日々鍛錬し、何
が美味しいのか？どうすれば美味しくなるのか？

化学調味料ではなく素材を活かしたシンプルな美味しさ
とは？を常に考えて商品づくりをしております。

経営理念
私たちは、人を愛し、人と笑い、

人と人を全国のおいしい食で結び、
笑顔あふれる食卓をつくり続けます。

代
表
取
締
役
社
長

鈴
木　

大
介

銀座ベルハウス株式会社

銀座ベルハウス株式会社
【 会 社 概 要 】
●代 表 者 ： 代表取締役社長 鈴木 大介
●設 　 　 立 ： 2013年1月23日
●主 な 事 業： 食料品卸売業・商品開発・物流企画・
　　　　　　 センター業運営
●所 在 地 ： ◦本社
  　〒104-0061
  　東京都中央区銀座5-14-11
  ◦埼玉センター 
  　〒350-0452
  　埼玉県入間郡毛呂山町大谷木28-3
●電 話 番 号 ：  049-295-7394
●U 　 R 　 L ： http://www.ginbell.co.jp

埼玉センター
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会社概要
当社は、設立4年目の生まれたばかりの会社です。業務は

食品製造の品質保証、製品開発、業務改善などのコンサル
ティング支援です。もう少し具体的な仕事内容を説明します。
例えばホテルやレストランの調理場や食品工場の製造ライン
に依頼を受けて赴き、安全で良質な製品がいつでも出来てい
るか、そのために機械は正しく運転管理され、作業者はルー
ルに従い働けているかなどを判定します。各現場には法律上
守らなければならないルール(食品衛生法、食品表示法)や食
品製造施設基準があります。また業界基準や各社のルール
があり、現場の一人一人が、そうしたルールや基準を正しく守
り、安全で良質な製品を消費者に届ける義務があるのです。
当社には、食品検査を長年にわたり実施監督してきた技術者
や製薬メーカーで品質管理を指導監督していた技術士、そし
て食品行政で各職場の指導を行っていたプロ達が、専門職コ
ンサルタントとして各社の要望や期待に応えています。

食品は人の口に入るもの 
私たちは、毎日食べる食品は安全なものと信じて、あまり疑

うことはしません。しかしまれに取り扱いや、不良な食材が原
因で、食中毒となり健康被害に至ります。また本来食品には
含まれることのない異物の混入が原因で口の中を切ったり、
混入した虫を見つけて不愉快な思いをしてしまうこともあり
ます。さらに加工食品には、内容成分を示すラベルが張られ
ていますが、記載内容が不正確なことで回収や交換が発生す

る場合もあるのです。このような届出は、公表されている物
だけでも20-30件/週と多く、原因の多くは、製造にかかわる
企業側のミスや不確実な行為に起因します。

食物の価値は時代と共に変化している 
食品に関する代表的な法律、食品衛生法は、今から74年前

の昭和23年に設立されました。おそらく当時は、おなかを満
たすだけで十分な時代で、ひとまず安全なものを確保する法
律だったと思います。それが今ではどうでしょうか。お金さ
え出せば、だれでもいつでも自由に、欲しい食品を国内外問
わず手にすることが出来ます。いまや単なる食物から生活を
潤す価値のある物に変化しています。またライフスタイルの
多様化は、一家で集まって食事をしていたスタイルも変化さ
せてしまいました。食事の時間が家族の時間軸にはならない、
別々に好きな時に好きなものを食べる、個食とか孤食といわ
れる食事形態がいま主流となっていることも見逃せません。

世界を駆け巡る食品
高度な食品加工技術や冷凍輸送技術の発達は、これまで近

距離に限られた生産地と消費地の関係を、限りなく地球規模
に変化させています。その結果、異なった地域間で個別食品
安全ルールを主張し合っても弊害が大きく、国を超えてルー
ルを一元化する国際規格も生み出されています。工業製品
の世界で先行しているISOと同じ考え方ですが。

急拡大するインバウンドと和食へのあこがれ
コロナ禍で外国人観光客は2年間ほど途絶えていますが、

2010年以降の急増は、確実に日本の産業構造を大きく変え
ました。年間5000万人を超える外国観光客は、日本各地を
訪れ、日本の食べ物を堪能しています。2020年に予定された
東京オリンピック、パラリンピックも安心安全の日本食品の
PRには格好なタイミングで、高止まりしていた食品事故やす
べての食品事業者への安全義務徹底の追い風となりました。
2018年、こんな時代の道標にHACCPの制度化(絶対食品事
故を起こさせない食品事業者の取り組み)が国会を通過しま
した。

経過措置後の2022年6月以降は、完全施行となっています。

当社の社会的使命
コロナがまもなく収束し、海外から再び多くの観光客が、日

本各地を訪れ、優美な観光地と日本文化、合わせて日本食を
堪能する時が再来します。日本人はもとより海外のお客様に
楽しい思い出を作り、何度も来ていただきたい。さらに少子
高齢化する中で、国内生産者は、海外に輸出をして企業発展

をめざすところも増えてゆく。
このような状況で、日本発食品安全規格JFS (Japan 

Food Safety)のコンサルテーション、監査・判定を食品会社
に対して展開普及することを信条としています。(毎年東京
ビックサイト展示会シンポジュウムを企画し、多くの来場者を
迎えています)

「一般社団法人 消費者市民社会をつくる会」代表理事 阿南 
久さん(生団連会長代行)にお会いし、活動に参加したところ、
生団連の皆さんとも交流し、埼玉県支部設立総会に参加する
ことになりました。本来埼玉県支部に参加した目的は、食品
品質の勉強会を立ち上げて、埼玉県支部に参加している食品
事業者と品質向上に関する勉強会を立ち上げ社会に貢献する
ことです。商売は商売として
ここでは、手弁当で活動する
ことです。生団連では興味
ある勉強会に参加し、目指す
機会を企画している所です。
是非興味ある方はお声がけ
お願い致します。

株式会社Food･Safety

株式会社Food･Safety
【 会 社 概 要 】
●代 表 者 ： 矢島 秀章
●設 　 　 立 ： 2019年12月9日
●主 な 事 業： 食品・品質管理・安全管理支援業務
●所 在 地 ： 〒350-0247
  埼玉県坂戸市西坂戸3-25-2
●電 話 番 号 ： 090-2235-9012
●U 　 R 　 L ： http://www7b.biglobe.ne.jp/~food-safty/index.htm

代表取締役社長　矢島 秀章
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